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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被破砕物を回転する破砕具で破砕する破砕機と、破砕機に被破砕物を供給する供給路と
、供給路の途中位置に連通した熱風路と、熱風路に熱風を供給する熱風発生機と、破砕機
で破砕した破砕物を排出する排出路と、破砕機内の破砕物を吸引して排出路へ排出させる
吸引手段とで構成し、しかも破砕機が、ケーシング内に回転軸を横向きに軸支し、回転軸
を正逆いずれかに切り替えて回転させるモータを備え、回転軸にチェーンを介して破砕具
を揺動可能に取り付け、回転軸に円状の回転板をケーシングの内壁との間に隙間が形成さ
れるように取り付け、ケーシングの側壁に突条を供給側と排出側それぞれに取り付け、供
給側の突条は略水平に配置し、排出側の突条は排出路の方向へ傾斜させた構造である、破
砕乾燥装置。
【請求項２】
　吸引手段が、排出路に負圧を発生させて破砕物を吸引して除塵する集塵機であって、そ
の排出路の途中位置に外気導入口を開口して外気の一部を取り込めるようにした、請求項
１記載の破砕乾燥装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、廃棄物や材料を破砕乾燥する破砕乾燥装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来の破砕装置が特許文献１に開示されている。この技術は、被破砕物の投入口を備え
たドラム状のケーシング内に回転軸を横向きに軸支し、回転軸にチェーンを介して重量を
有する破砕具を揺動可能に取り付け、回転軸の回転で破砕具を遠心力により放射状に展開
させて旋回させ、投入した被破砕物にその破砕具とチェーンを衝突させて破砕するもので
ある。
【０００３】
　ところで、被破砕物が例えば卵殻の場合は内面に薄膜が残っており、衛生上の問題から
熱風等で乾燥して殺菌することが求められる。従来では重油を使用したボイラー式乾燥機
で乾燥した後に破砕しており、破砕とは別に乾燥する時間と大掛かりな乾燥設備とその燃
料費を必要とする問題があった。また、破砕機で破砕する際に摩擦による破砕熱が発生す
るが、その熱は有効利用されておらず、逆に破砕機の各部をその熱で傷めていた。
【特許文献１】特開２００８－５５３５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、従来のこれらの問題点を解消し、乾燥時間と大掛か
りな乾燥設備と燃料費を削減できる破砕乾燥装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる課題を解決した本発明の構成は、
１）　被破砕物を回転する破砕具で破砕する破砕機と、破砕機に被破砕物を供給する供給
路と、供給路の途中位置に連通した熱風路と、熱風路に熱風を供給する熱風発生機と、破
砕機で破砕した破砕物を排出する排出路と、破砕機内の破砕物を吸引して排出路へ排出さ
せる吸引手段とで構成し、しかも破砕機が、ケーシング内に回転軸を横向きに軸支し、回
転軸を正逆いずれかに切り替えて回転させるモータを備え、回転軸にチェーンを介して破
砕具を揺動可能に取り付け、回転軸に円状の回転板をケーシングの内壁との間に隙間が形
成されるように取り付け、ケーシングの側壁に突条を供給側と排出側それぞれに取り付け
、供給側の突条は略水平に配置し、排出側の突条は排出路の方向へ傾斜させた構造である
、破砕乾燥装置
２）　吸引手段が、排出路に負圧を発生させて破砕物を吸引して除塵する集塵機であって
、その排出路の途中位置に外気導入口を開口して外気の一部を取り込めるようにした、前
記１）記載の破砕乾燥装置
にある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、熱風路を通じて熱風を破砕機に供給し、供給路を通じて被破砕物を破
砕機に供給し、破砕機で破砕する。このときに発生する摩擦による破砕熱と熱風で破砕機
内の温度が高温に維持され、被破砕物はその熱で同時に殺菌乾燥される。破砕機内の温度
は破砕機の各部を傷めない温度以下となるように熱風発生機を出力調整する。したがって
、この破砕熱を有効利用することにより、熱風発生機から供給される熱量が従来の乾燥機
より大幅に削減されるとともに、破砕と乾燥が同時に行われ、乾燥時間と大掛かりな乾燥
設備と燃料費を削減できるようになる。
【０００７】
　また、本発明では、熱風発生機と破砕機のモータ容量を選定することにより、小型装置
による少量の処理から大型装置による大量処理まで柔軟に対応できる。また、破砕機の回
転数と回転方向の調整により、破砕から粉砕まで可能である（粉砕の場合の方が破砕熱の
発生が大である）。また、本発明の破砕乾燥装置は電気のみしか使用せず、従来のように
重油を燃焼しないから、二酸化炭素を直接排出しない。
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【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明では、吸引手段として集塵機を用いる場合、集塵機に備えているフィルターが湿
気で目詰まりする可能性があるから、排出路の途中位置に外気導入口を開口し、その導入
した乾いた外気で破砕物と熱風の湿度を低下させてフィルターの目詰まりを防止する。
【０００９】
　破砕機としては、回転軸にチェーンを介して破砕具を揺動可能に取り付けた構造が牽牛
且つ低コストで実用的である。回転軸には円状の回転板をケーシングの内壁との間に隙間
が形成されるように取り付けると、破砕物が隙間を通過できる粒度となるまで破砕が繰り
返され、破砕物を一定の粒度にできる。また、ケーシングの側壁に突条を供給側と排出側
それぞれに取り付け、供給側の突条は略水平に配置し、排出側の突条は排出路の方向へ傾
斜させると、被破砕物が突条と破砕具の先端との間に挟まれて効率的に細かく破砕でき、
しかも傾斜した突条で破砕物が排出路の方向へ誘導され、円滑に排出できる。
【００１０】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて具体的に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１～４に示す実施例は、本発明の破砕乾燥装置を卵殻の破砕乾燥用に適用した例であ
る。図１は実施例の破砕乾燥装置の側面図、図２は実施例の破砕機の平面図、図３は実施
例の破砕機の縦断面図、図４は実施例のチェーンと破砕具を省略した破砕機の縦断面図で
ある。
【００１２】
　図中、１はフィーダ、１ａは供給路、２は熱風発生機、２ａは熱風路、３は破砕機、３
ａはケーシング、３ｂは回転軸、３ｃはモータ、３ｄはチェーン、３ｅは破砕具、３ｆは
回転板、３ｇは隙間、３ｈは蓋、３ｉは突条、４は排出路、５は外気導入口、６はホッパ
ー、７はアジテータ、７ａはモータ、８は集塵機、９はスクリューコンベヤ、１０は袋詰
め機、１０ａはロータリーバルブ、１１は袋、１２は投入コンベヤ、１２ａは投入路であ
る。
【００１３】
　本実施例の破砕乾燥装置は、図１，２に示すように、被破砕物の供給路１ａと、供給路
１ａに被破砕物を定量供給するフィーダ１と、供給路１ａの途中位置に連通した熱風路２
ａと、熱風路２ａに熱風を供給する熱風発生機２と、被破砕物を破砕する破砕機３と、破
砕機３で破砕された破砕物を排出する排出路４と、排出路４の途中位置に開口した外気導
入口５と、破砕物を貯溜するホッパー６と、破砕機３内の破砕物を負圧により排出路４か
ら排出させて外気導入口５から導入した外気の一部とともにホッパー６へ吸引する集塵機
８とで構成されている。
【００１４】
　破砕機３は、図３，４に示すように、ドラム状のケーシング３ａ内に回転軸３ｂを横向
きに軸支し、回転軸３ｂにチェーン３ｄを介して破砕具３ｅを揺動可能に取り付け、円状
の回転板３ｆをケーシング３ａの内壁との間に隙間３ｇが形成されるように回転軸３ｄの
中間部と排出側それぞれに取り付けている。中間部の隙間３ｇは排出側の隙間３ｇより大
きく形成されている。ケーシング３ａの側壁は開口して蓋３ｈを取り付け、その蓋３ｈの
内面に突条３ｉを供給側と排出側それぞれに取り付け、供給側の突条３ｉは水平に配置し
、排出側の突条３ｉは排出路４の方向へ傾斜させている。
【００１５】
　ホッパー６には貯溜される破砕物を解すアジテータ７を内部に備え、下部には貯溜した
破砕物を移送するスクリューコンベヤ９を斜めに設けている。スクリューコンベヤ９の終
端下方には移送した破砕物を袋詰めする袋詰め機１０を設けている。熱風発生機２はヒー
タと送風ファンを備えた電気式である。
【００１６】
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　本実施例では、フィーダ１と熱風発生機２と破砕機３と集塵機８を作動させると、熱風
発生機２は１１５～１５０℃の熱風を生成し、熱風路２ａを通じて破砕機３のケーシング
３ａ内へ供給する。破砕機３はモータ３ｃで回転軸３ｂを一定時間おきに正逆切り替えて
回転させ、破砕具３ｅが遠心力で放射状に展開して旋回する。熱風は集塵機８の吸引力に
よる負圧で破砕機３のケーシング３ａ内及びケーシング３ａと回転板３ｆとの間の隙間３
ｇを流通して排出路４へ排出する。
【００１７】
　投入コンベヤ１２から被破砕物（卵殻）をフィーダ１に投入すると、フィーダ１が被破
砕物を供給路１ａに定量供給する。被破砕物は供給路１ａを通じて熱風とともに破砕機３
のケーシング３ａ内に供給され、その被破砕物が旋回する破砕具３ｅ及びチェーン３ｄと
衝突するとともに、突条３ｉと破砕具３ｅの先端との間に挟まれて細かく破砕される。こ
のときに出る破砕熱と熱風でケーシング３ａ内の温度は１００～１１０℃の高温に維持さ
れ、被破砕物はその熱で同時に殺菌乾燥される。
【００１８】
　破砕された破砕物は、ケーシング３ａと回転板３ｆとの間の隙間３ｇを通過する。隙間
３ｇを通過できない破砕物は通過できる粒度となるまで破砕が繰り返される。中間部の隙
間３ｇを通過した破砕物は傾斜した突条３ｉで排出路４の方向へ誘導されながら排出側の
隙間３ｇを通過し、排出路４へ円滑に移行する。このようにして、異なる間隔の隙間３ｇ
を通過して段階的に小さく破砕される。
【００１９】
　隙間３ｇを通過した破砕物は集塵機８の吸引力で排出路４に排出される。破砕物は外気
導入口５から導入された外気の一部とともにホッパー６へ取り込まれ、スクリューコンベ
ヤ９で送り出されて袋詰め機１０で袋詰めされる。破砕物は導入した外気によって湿度が
さらに低下し、集塵機８に有するフィルター（図示せず）の目詰まりが防止される。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
　本発明の技術は、卵殻・石膏ボード・竹廃材等の処理に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施例の破砕乾燥装置の側面図である。
【図２】実施例の破砕機の平面図である。
【図３】実施例の破砕機の縦断面図である。
【図４】実施例のチェーンと破砕具を省略した破砕機の縦断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　　　１　フィーダ
　　　１ａ　供給路
　　　２　熱風発生機
　　　２ａ　熱風路
　　　３　破砕機
　　　３ａ　ケーシング
　　　３ｂ　回転軸
　　　３ｃ　モータ
　　　３ｄ　チェーン
　　　３ｅ　破砕具
　　　３ｆ　回転板
　　　３ｇ　隙間
　　　３ｈ　蓋
　　　３ｉ　突条
　　　４　排出路
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　　　５　外気導入口
　　　６　ホッパー
　　　７　アジテータ
　　　７ａ　モータ
　　　８　集塵機
　　　９　スクリューコンベヤ
　　　１０　袋詰め機
　　　１０ａ　ロータリーバルブ
　　　１１　袋
　　　１２　投入コンベヤ
　　　１２ａ　投入路

【図１】 【図２】
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